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第 111 回 東大農学部の銅像探索 

               筆者：林 久治（記載：2019 年 12 月 27 日） 

（１）前書き 

私（筆者の林）は Random Walks （乱歩）という題名で偏屈老人（林久治）の気
侭な紀行文のサイトを始めている。私の紀行文では、通常の紀行文にはない、斜め
目線からのご紹介を書くことに拘りたいと思います。通常の紀行文に関しては、既
に優れたサイトが沢山ありますので、それらをも引用しつつ、ユニークなご紹介 

を記載することに心掛ける所存です。 

一方、私は日本の銅像探偵団/l（１）のサイト）の銅像探索に参加している。私

は珍しい銅像を探して、探偵団の団長さんに「ギャフン！」と仰っていただけるこ

とを目標としている。ここで「珍しい」とは、「➀見つけ難い場所に隠れている有

名人の銅像。②市井で頑張って人生を過ごしたが、有名人ではない人物の銅像」と

言う意味である。私は自宅が東京にあり、孫達が大阪にいるので、主として東京近

郊と近畿地方で銅像探索を行っている。最近、私はネット記事を丹念に調査し、そ

のような「スクープ銅像」の候補を多数見つけている。 

私は 11 月 10 日に東京で銅像探索を行い、108 回の記事/fでは新宿の野村夫妻像

を、109 回の記事/fでは町田の玉川学園の銅像を紹介した。12 月４日は小春日和で

あったので、私は東京日比谷公園のルーパロマーナ像などの探索を行い、その探索

記を前回の記事/fに記載した。 

最近、日本の銅像探偵団/lのサイトでは、サイト供給会社の変更により、「日本

の銅像ギャラリー」欄を再編成している。その為、東大や早大などの銅像が未掲載

になっている。探偵団の団長さんにその事情を伺うと、「これらの画像は、古い投

稿を用いていたので、写真の容量を小さく抑えてあった。それでは不鮮明になるの

で、再投稿をお願いしたい」との回答を得た。そこで、私は再投稿に協力すること

とした。一方、探偵団の大先輩である「たぐってぃさん」が「銅像ハンティング

記」と言う素晴らしいブログを開設されている（２）のサイト/e）。そこに、東大

の銅像が多数掲載されている。 

従って、「たぐってぃさん」のブログに掲載されている銅像を、私が日本の銅像

探偵団/lのサイトに投稿することは、大変失礼となる。そこで、彼のブログにない

銅像を出来るだけ発掘することを目標にして、私は東大の銅像を探索することを始

めた。その最初の試みとして、私は 12 月 24 日に東大農学部で銅像探索を行った。

本稿はその探索記である。なお、本稿においては、資料の記述を緑文字で、私

（林）の意見や説明を青文字で記載する。 

  

（２）東大農学部の概要 

 現在、東大農学部の所在地は東京都文京区弥生 1丁目 1-1 である。その構内図を

次ページの図１に示す。本図が示すように、本学部は「本郷キャンパス」の北に位

置する「弥生キャンパス」にある。明治時代には、本学部は駒場にあり、「弥生キ

ャンパス」の地には第一高等学校があった。関東大震災後の 1931 年に第一高等学校

と東京帝国大学との敷地交換が決定し、1935 年に農学部は本郷（現在の弥生キャン

http://www.japanprobe.com/2007/12/13/fearless-mouse/
https://douzou.guidebook.jp/index.html
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-108.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-109.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-110.pdf
https://douzou.guidebook.jp/index.html
https://tagutti1192.hatenablog.com/archive
https://douzou.guidebook.jp/index.html
https://douzou.guidebook.jp/index.html
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パス）に移転した。なお、本学部の最寄駅は地下鉄南北線の東大前駅で、駅の出口

の近傍に本学部の正門がある。 

 

 

図１．東大農学部の構内図 本図は３）のサイト/lより借用。銅像の設置場所：➀

松井直吉像、②ケルネル像、③古在由直像、④ヤンソン像、➄上野英三郎像、及び

⑥上野英三郎とハチ公像、⑦朱舜水記念碑。 

 

 東大の銅像に関しては、「博士の肖像 」（４）のサイト/l）が詳しい。しかし、

本書の執筆は 1998 年なので、それ以降の銅像は収録されていない。東大農学部に現

在設置されている銅像は、農学部の HP（５）のサイト l）に記載されている。本サ

イトによれば、農学部に次の銅像が設置されている。➀：松井直吉像、②ケルネル

像、③古在由直像、④ヤンソン像、及び➄上野英三郎像。上記の銅像以外にも、農

学部に⑥上野英三郎とハチ公像があることは有名である。なお、５）のサイト lに

は、東大農学部の歴史が詳しく紹介されている。 

 ２）のサイト/eには、前半の３体（➀-③）は収録されていないが、後半の３体

（④-⑥）は収録されている。これら６体の銅像の設置場所を図１に示す。本稿の以

下の部分で、これら６体の銅像を紹介する。 

 

（３）農学部３号館の銅像 
６）のサイト/によれば、本館の概要は以下の通りである。 

農学部の内田ゴシックの中で最も新しい建物（竣工は 1941 年）。農学部正門を入って正

面奥にあります。農学部の事務室があり、地下には東大生協の店舗や食堂が設置されてい

ます。東京都選定歴史的建造物の鉄筋コンクリート造り、４階建て、地下１階。（なお、

農学部の建物で歴史的建造物の指定を受けているのは、本館のみである。） 

➀② 

③ 

④ 

➄ 

⑥ 

⑦ 

https://www.a.u-tokyo.ac.jp/campus/overview.html
http://www.utp.or.jp/book/b299270.html
https://www.a.u-tokyo.ac.jp/history/galleryx.html
https://www.a.u-tokyo.ac.jp/history/galleryx.html
https://tagutti1192.hatenablog.com/archive
https://gipsypapa.exblog.jp/23377992/
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本館の玄関の写真を図２上に示す。この写真に写っているドアを入ると、１階ロ

ビーがある。その写真を図２下に示す。エレベーターが後から設置されたようで、

ロビーは大変手狭になっている。エレベーターの前後に、２体の銅像が設置されて

いた。図２下の向かって右側が松井直吉像で、左側がケルネル像である。 

 

 

 

図２．上：農学部３号館の玄関、下：本館の１階ロビー。 
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図３．左：松井直吉像、右：台座の銘板。 

 

 図３に松井直吉像と台座の銘板を示す。銘板には「理学博士松井直吉君像」と書

かれていた。４）のサイト/lより、本像の概要を以下に示す。 

➀松井直吉像 

設置場所：東京都文京区弥生１丁目・東京大学農学部 3号館 1階ロビー奥 

制作時期：1914 年 

制作者：新海竹太郎 

設置経緯：松井直吉（1857-1911）は理学部化学科教授、農科大学学長。大垣藩士の

子として、大垣に生まれる。大学南校に学んだあと、1875 年に文部省第一回留学生

として渡米、コロンビア大学鉱山学科に学ぶ。1880 年に帰国し、理学部化学科教授

となる。1890 年の農科大学発足に際して学長となった。 

また、４）のサイト/lによれば、制作者の新海竹太郎の略歴は次の通りである。 

新海竹太郎（1868-1927）は太平洋画会、文展、帝展で活躍した彫刻家。山形の仏師の家

に生まれ、上京して彫刻家後藤貞行に師事、さらに浅井忠にデッサン、小倉惣次郎に塑像

を学ぶ。1900 年から 1902 年までドイツに留学し、帰国後、太平洋画会彫刻部を主宰した。

文展、帝展に出品を続けた。1919 年から 1927 年まで、工学部建築学科で彫塑を教えた。 

http://www.utp.or.jp/book/b299270.html
http://www.utp.or.jp/book/b299270.html
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図４．左：ケルネル像、右：台座の銘板。 

 

図４にケルネル像と台座の銘板を示す。銘板には「名誉教師ケルネル君像」と書

かれていた。４）のサイト/lより、本像の概要を以下に示す。 

②ケルネル像 

設置場所：東京都文京区弥生１丁目・東京大学農学部 3号館 1階ロビー手前 

制作時期：1914 年 

制作者：朝倉文夫 

設置経緯：オスカル・ケルネル、Oskar Kellner（1851-1911）は駒場農学校、東京

農林学校、農科大学のドイツ人教師。イギリス人教師キンチ（E. Kinch）の後任と

して 1881 年に来日し、農芸化学を教えた。日本に永住するつもりだったが、メッケ

ルン農事試験場長に就任せよというドイツからの強い要請により、1892 年に帰国し

た。名誉教師の称号を与えられた。 

また、４）のサイト/lによれば、制作者の朝倉文夫の略歴は次の通りである。 

朝倉文夫（1883-1964）は文展、帝展、日展で活躍した彫刻家。大分県出身。東京美術学

校彫刻科に入学し、藤田文蔵、白井雨山の教えを受けた。卒業後、文展で受賞を重ね注目

http://www.utp.or.jp/book/b299270.html
http://www.utp.or.jp/book/b299270.html
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を浴びる。1921 年から 1944 年まで、東京美術学校教授を務めた。一方で、朝倉塾、のち

に朝倉彫塑塾（現在の朝倉彫塑館）を開設し、後進の指導に努めた。 

 

（４）農学部農学生命科学図書館の銅像 

 農学生命科学図書館の入口の写真を図５上に示す。本館の入口は二重になってい

て、二番目のドアの内側右に受付があり、受付前に小さい立像があった。私が立像

の写真を撮ろうとすると、受付のおばさんが飛んできて、「館内の撮影は禁止です

よ！」と叱られた。 

 

 

図５．上：農学生命科学図書館の入口、下：図書館受付前に設置された立像。 
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 仕方がないので、私は立像の写真を館外から撮影した。その写真を図５下に示す。

５）のサイト lに、本像の写真が掲載されているので、それを拝借にて図６に示す。

本サイトより、古在由直像の概要は次の通りである。 

③古在由直像 

設置場所：東京都文京区弥生１丁目・東京大学農学部農学生命科学図書館１階入口 

制作時期：不明、制作者：不明（立像で高さは約 50ｃｍ） 

設置経緯：古在 由直（こざい よしなお、1864-1934 年）は山城国京都千本通二条

上る（現・京都市中京区）の生まれの農芸化学者。1886 年、駒場農学校（東京大学

農学部の前身）農芸化学科を卒業し、東京農林学校、農科大学とつとめ、ドイツ留

学後、1900 年に教授、1911 年には農科大学長、1918 年には東京帝国大学初代農学

部長となる。さらに 1920 年には東京帝国大学では初の公選制により第 10 代総長に

選ばれ、1928 年に退官するまで 8年あまりにわたって総長をつとめた。足尾銅山鉱

毒事件の原因が銅山にあることを科学的に立証、日本酒・ビールの醸造研究により

発酵学の創始者として大きな役割を果たしたほか、土壌・肥料の研究や家畜肥料、

農事改良にも多大なる業績を残した。総長在任中に起きた関東大震災に際しては、

甚大な被害を被った大学の復興と発展に多大な貢献をした。 

図６．古在由直像 

本図は、５）のサイト lよ

り借用。 

https://www.a.u-tokyo.ac.jp/history/galleryx.html
https://www.a.u-tokyo.ac.jp/history/galleryx.html
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（５）農学部動物医療センターの銅像 

 

図７．農学部動物医療センターとヤンソン像 

 

本センターの HP（７）のサイト/l）で、センター長の中山裕之先生は次のように

書いている。 

東京大学動物医療センターの玄関前に立派なカイゼル髭の胸像があります。1880 年にド

イツから渡日し、東京大学農学部の前身、駒場農学校で獣医学を教えたヨハネス・ルード

ビッヒ・ヤンソン（Johannes Ludwig Janson）の像です。 動物医療センターの前身であ

る駒場農学校動物病院は 1880 年 11 月に開設され、ヤンソン先生の指導のもと獣医臨床教

育の場として活動を開始しました。ヤンソン先生は試験の際に英語で出題し英語で回答さ

せるなど、国際化を視野に入れた教育を始めたのです。 以来 135 年にわたって動物医療

センターは常に我が国の獣医臨床と獣医学教育の先端を担ってきました。私たちは長い伝

統のある東京大学動物医療センターで働くことを誇りとし、充実した臨床、教育および研

究を推進することにより、 国内ばかりでなく世界をも見据えた獣医臨床と教育のリーダ

ーをめざしたいと考えています。 

東京大学動物医療センターの使命は、1）的確な診療内容と十分なコミュニケーション

による飼い主様に満足していただける獣医療の提供、 2）臨床獣医学に関する最新の知見

を常に取り入れ診療水準および治療の向上に役立つ研究の推進、3）優れた技能と豊かな

人間性を兼ね備えた次世代を担う獣医師の育成です。 加えて 4）本センターで働く教員、

研修医および各種職員が誇りを持って働ける明るい職場づくりをめざしています。  

ヤンソン先生は 22 年もの長きにわたり我が国の獣医学教育に身を捧げ、多くの後進を

育てました。現在は奥様の出身地である鹿児島で永遠の眠りについています。 動物医療

http://www.vm.a.u-tokyo.ac.jp/vmc/about/greetings.html
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センター入り口のヤンソン像を目にするたび、かつてヤンソン先生がめざした世界に通用

する獣医臨床、獣医学教育に思いを巡らし、上述した動物医療センターの使命について暗

誦しています。 東京大学動物医療センターの使命と活動についてご理解くださいますよ

う何卒よろしくお願いいたします。 

  

図８．左：ヤンソン像（撮影日が 12 月 24 日のため、サンタ姿である）、 

右：台座の銘板（東京帝國大學名誉教師勲三等ヤンソン君像）。 

 

 図８にヤンソン像と台座の銘板を示す。また、次ページの図９に、胸像の説明板

を示す。４）のサイト/lより、本像の概要を以下に示す。 

④ヤンソン像（12 月 24 日に撮影） 

設置場所：東京都文京区弥生１丁目・東京大学農学部動物医療センター前庭 

制作時期：1902 年、制作者：大熊氏廣 

設置経緯：ヨハネ・ルードウィヒ・ヤンソン、Johannes Ludwig Janson（1849-

1914）は、駒場農学校、農科大学のドイツ人教師。1869 年にベルリン獣医学校を卒

業、普仏戦争に従軍したあと母校の助教授となったが、1880 年に来日し、1902 年の

任期満了まで獣医学を教えた。いったん帰国したあと、再び来日し、盛岡高等農林

学校、第七高等学校ドイツ語講師を歴任し、鹿児島で没した。 

また、４）のサイト/lによれば、制作者の大熊氏廣の略歴は次の通りである。 

大熊氏廣（1856-1934）は文展で活躍した彫刻家。現在の埼玉県鳩ケ谷市に生まれる。初

めは洋画家を志したが、1876 年に工部美術学校が開設されると、彫刻科に入学し、ラグー

ザに師事した。卒業後、1884 年より工部省に出仕し、皇居造営のための彫刻制作に従事し

http://www.utp.or.jp/book/b299270.html
http://www.utp.or.jp/book/b299270.html
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た。1888 年より 1889 年まで、パリとローマに留学。靖国神社の「大村益次郎像」（1893

年に制作した日本で最も古い西洋式の銅像）を初め、多くの肖像彫刻を残した。 

 

図９．ヤンソン像の説明板 

 

 

図 10. 農学部正門 
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（６）農学部正門付近の銅像 

 図 10 に、農学部正門を入った所から撮影した写真を示す。東大の他の門と同様に、

本門も部外者の出入り自由である。本門の脇にある小さな建物が「東京大学農学部

資料館」になっている。以前は、この建物は車庫であった。本資料室の中に、上野

英三郎像が設置されていた。その写真を図 11 に示す。本体下部に「上野先生之像」、

同背面に「昭和五年三月戌、北口□作」の刻文がある。 

 

図 11.  上野英三郎像 

 

４）のサイト/lと５）のサイト lより、本像の概要を以下に示す。 

➄上野英三郎像 

設置場所：東京都文京区弥生１丁目・東京大学農学部農学資料館内 

制作時期：1930 年、制作者：北村西望 

設置経緯：上野英三郎（1871-1925）は農学科教授。三重県出身。1895 年に農科大

学農学科を卒業した。農業土木及び農具研究を専攻、1900 年に講師となり 1908 年

より二年間、ドイツ、フランスに留学した。1911 年に教授となり、在職のまま 1925

年に没した。「忠犬ハチ公」の飼い主としても知られる。 

なお、北村西望（1884-1987）は文化勲章の受章者（1958 年）で、「長崎平和祈念

像」の制作で有名である。 

 次ページの図 12 に、「上野英三郎博士とハチ公像」を示す。本像は、正門を入る

と、農学資料館の反対側（図１の⑥の場所）に設置されている。 

（本文は、13 ページに続く。） 

http://www.utp.or.jp/book/b299270.html
https://www.a.u-tokyo.ac.jp/history/galleryx.html
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図 12．上野英三郎博士とハチ公像 
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図 13．農学資料館内に掲示されている「上野英三郎博士とハチ公像」の説明板 

 

 ２）のサイト/eと図 13 により、本像の概要を以下に示す。 

⑥上野英三郎博士とハチ公像 

設置場所：東京都文京区弥生１丁目・東京大学農学部正門を入って左側 

除幕日：2015 年 3 月 8 日 

制作者：植田努（1974 年埼玉県生まれ）は動物彫刻の第一人者。 

設置経緯：ハチ公（1923-1935）の没後 80 年の命日に除幕。ハチ公は有名でも飼い

主の上野博士が東大教授だったことが知られておらず、それを憂えた有志が立てた

そうです。 

 
図 14. 朱舜水記念碑 

https://tagutti1192.hatenablog.com/archive
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（７）朱舜水記念碑 
 弥生キャンパスと本郷キャンパスを結ぶ陸橋の傍ら（図１の⑦の場所）に、立派

な石碑が建っている。その写真を図 15 に、その説明板を図 14 に示す。この説明板

に書かれているように、江戸時代に当地には水戸藩徳川家の中屋敷があり、明国か

ら日本に亡命して来た朱舜水（1600-1982）がここで亡くなったそうである。 
 

 
図 15．「朱舜水先生終焉之地」と刻まれた石碑 
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